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5.4 スパン単位の評価

同一スパン内の各部位・部材の損傷度評価点をそれぞれの重み係数を用いて次式によ

り合計する． 
 
     スパンｉ全体の評価 
      Tdｉ＝α1・T1＋α2・T2＋α3・T3＋α4・T4＋α5・T5＋α6・T6 

       ここに， 
Tdｉ：スパンｉの損傷度評価点 
α1，T1：覆工アーチ部の重み係数，損傷度評価点 
α2，T2：覆工側壁部の重み係数，損傷度評価点 
α3，T3：坑門の重み係数，損傷度評価点 
α4，T4：内装板の重み係数，損傷度評価点 
α5，T5：天井板の重み係数，損傷度評価点 
α6，T6：路面，路肩および路面排水施設の重み係数，損傷度評価点 

 
5.5 トンネル全体の評価

トンネル全体としての評価は，各スパン及び坑口のなかで１箇所でも著しい損傷を有

する箇所があれば通行機能を損なうことから，各スパン及び坑口の損傷度評価点のうち

最大値で代表させる． 
     Td＝max（Td1，Td2，・・・，Tdn，Pd1，Pd2） 
      ここに， 
       Td：トンネル全体の損傷度評価点 
       Tdi：スパンｉの損傷度評価点 
       Pd1，Pd2：始点側，終点側の坑門の損傷度評価点 
 
     総合評価指標＝100－Td 
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舗装の総合評価指標の算出

「路面性状調査要領（案）」により計測されている 20m 毎のわだち掘れ量を用いて，100m
区間における平均値を算出し，付表 6-1 の損傷度評価点を与える．

 
付表 6-1 損傷度評価点（舗装） 

20m 毎のわだち掘れ量の

100m 区間の平均値

損傷

グレード

損傷度評価点

40mm 以上 D4 70 点

20mm 以上 40mm 未満 D2 40 点

20mm 未満 D0 0 点

 
  総合評価指標＝100－損傷度評価点

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注：これらは，平成 21 年 3 月末時点のものであり，現在も改良案の検討中であることをお断りしておく．
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